
甑島は,現金収入を得る手段としての工業の存在が皆無 とV'ってよい｡最近新 しく発厳 しつつあ

るのが観光巣 である｡観光客は, 1, 2年前からぼつぼつ来るように在った. この結果,連絡船の

最初の寄港地である上甑島の里をどvCは,民宿が叡軒見られる.甑島の観光業はまだ未開発の段牌

といってよく,今後が注目される.

甑島の過疎は,上記のようVC各産業がふるわ夜くなって来てお9,所得が相対的vC見て低vlこと

が主を原因である. と同時vC島には都会風の諸施設がそろってないことも原因しているO島vCは都

会的夜娯楽施設が全然覆い.また高校もない｡ これは全国的に進学率の高く覆った現代vCかいて紘

大きを負超である｡

愛知県北設楽郡豊根村の地誌的研究

一 林 業 を 中 心 と して -

田 辺 保 世

論文は,愛知県東北部の 1山村を対象とすることによ9,現段牌の山村の個BlJ現実的姿を明らか

VCLようとしたものである｡

近年vcおける政治,経済,社会条件の大きな変化は,山村にも波及 した｡それらの一端は,たと

えば過疎問題 として社会間趨化されてVlるが, ことは単vc,それにとどまら覆い.様々の間越を山

村は抱えている.論文味 こうした山村の変化に軸をおいて考察することVCよ9,その地域性を鮮

明化 しようと意図した.そこでは,当穐 経済基盤の分析が主要夜課題 とをらざるを侍なかった.

更に,林業は,調査地域における主要夜生巣であることから,これの分析を主vCかこ在った.こう

した分析を通 じ, よ9-層, よ9深 く,地域性を明らかにしようとした｡

さて,対象地城は, 自然環境VC大きく規定され,地域の生産活動VC,多大な制約を与えているO

それは,農林兼以外の生産活動 に 遠 さ なV>こ とまた,農業vCおける低生産性として現出してい

ら. こうした現状をみるとき,林巣のみが,唯一,地域発展vC向けての可能性を秘めていると思わ

れる｡ しかし夜がら現実には,林業の生産は,むしろ後退 している｡単に,生産量だけでは夜く,

造林活動vCおいてもである.

調査地域は,全般的vCqi,林業生産に有利な状況vCある.自然的な面はもちろんのこと,社会的
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条件 も大方有利である. で怯 林兼の停滞q 一体,何vC超凶するのであろうかO

この間塩を,歴史的, あるいはまた,林業の生産構造の面から探 ってみると,それらは,直援的

に喧 蓄積量の減少の結果 として捉えられる｡吏vEは,林業生産の構造上の問題, としても捉える

ことができる｡ しかし, この間題を,調査地域の林業のみVC限足せず,全体的に 一 昭和 30年代

に始まる急速を人口流出や,他産業 との関係 で 一 庇え返 してみると, これは,地域のみの個別的

を問題 では覆いと思われる｡

調査地域は,変知県の後進地域 といわれる北設楽郡の中においても, 自然環境的VC,一層の悪条

件におかれておD, これが歴史的条件の魂介を通 じ,先の問題 とからみ合い,一層肥大化 して現象

しているのだ, ということができると思われる｡

このような捉え返 しの下vC,対象地城を改めてみる怒らば,そ こで営まれている,人々の生活,

それは一見近代化され,進歩,発展 したかvCみえるが,根底VEは依然多くの問題が未解決のまま存

在 しているようである｡

山 形 県 上 山 盆 地 の 地 域 性

一 農 業 を 中 心 と して -

浦 千 代 子

調査地域 である山形県上山盆地は,山形盆地 と米沢盆地の間にあD,束北日本の内陸盆地列の中

で最小規模の ものである.蔵王火山の泥流vCよって山形盆地と分断されているが,上山市と山形市

との間は約 10Kmで交通の俵 もよい｡卒論では主vc農業の面から地域性を探 ってみた.

調査地域においては, 自然条件が農業vC及ぼす影響が特vC大 きいといえる｡降水量が少覆いこと

(年間 1162mm 1961- 70までの平均 ),盆地を流れる蔵王川,宮川が酸性毒水河川であ

9, この河川水を潅概に用いているということは,稲の生産量を低下さ旦 生産賀,労働の面でも

多くの負担がかかるO藩政時代から農民は水不足とと9くんできた｡

盆地北部久保手地区と南西部西郷地区には腐池が多く存在する｡ 宮城県 を流れている横川から

分水する横川堰喧 虐政時代に農民側から計画されたもので明治時代に在って完成 した｡真水供給

という意味で現在でもその役割は甚大である｡
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